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ケーブルテレビのここを教えて!

環境首都コンテスト第3位

平成19年度区長を紹介します

あなたが「大痔主」になるまえに…

ふるさとに100万本の桜を
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今月の人口
平成19年6月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 52,082人（　－29）

男……… 25,554人（　 －5）

女……… 26,528人（　－24）

世帯数…………16,326世帯
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暮らしのカレンダー 緊急医（午後7時～午後11時） 緊 急 医

休 日 診 療 所

2007 7 July

暮らしのカレンダー 緊急医

出生…… 37人

死亡…… 54人

転入……  96人

転出……114人

今月の表紙

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を
事前に連絡してお越しください。
また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

くまがい医院

しんしろフィットクリニック

中根医院

米田内科

内山医院

西新町内科整形外科外科医院

星野病院

緑が丘診療所

森下医院

中村医院

ほうらいクリニック

村松内科

高木内科医院

宮本病院

あいきょうクリニック

今泉医院

ちさと医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

荻野医院

今泉病院

おさだファミリークリニック

織田医院

永田内科

くまがい医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

茶臼山厚生病院

荻野医院

今泉医院

おさだファミリークリニック
QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
東郷西
保育園

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

7月　1日（日）・　8日（日）

　　15日（日）・16日（祝）

　　22日（日）・29日（日）

絵本の読み聞かせ【文】（図）
ツール・ド・新城（～8日）

布絵展（～30日）【観】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）
日本自然写真展（～8月5日）【文】

体育室親子無料開放(午後)【青】

臨時休館【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

リサイクルフリーマーケット【文】
（はなのき広場）

海の日

アイデア教室【は】

設楽原決戦場まつり【資】

郷土芸能祭【開】

アイデア教室【は】

自然観察会

☎23-6800

☎23-8531

☎24-1661

☎24-0700

☎24-1212

☎22-0372

☎32-1515

☎24-4026

☎36-0002

☎22-2863

☎32-1026

☎22-0026

☎22-2861

☎35-0811

☎24-1777

☎35-1003

☎23-4321

☎35-0022

☎32-3223

☎32-0020

☎22-1150

☎23-7772

☎34-0021

☎23-3301

☎23-6800

☎24-4026

☎24-1777

☎22-2266

☎32-0020

☎35-1003

☎23-7772

( 富 永 )

( 川 路 )

（本 町）

( 平 井 )

( 平 井 )

(東新町)

( 大 野 )

(緑が丘)

( 布 里 )

( 的 場 )

( 大 野 )

（東新町）

（栄 町）

( 海 老 )

(大野田)

(玖老勢)

（杉 山）

（副 川）

（長 篠）

（長 篠）

( 栄 町 )

( 本 町 )

(下吉田)

（諏 訪）

( 富 永 )

(緑が丘)

(大野田)

( 富 沢 )

（長 篠）

(玖老勢)

( 本 町 )

6

25

29

金

水

日

夜

夜

昼

春日眼科

さくら眼科
☎22-4100

☎24-3222

（上平井）

平日／午後7時～午後11時

10 火 夜

☎24-6022

17

22

火

日

夜

昼

石川整形外科
クリニック

皮フ科
新栄クリニック

☎24-6500
（平　井）

（平　井）

（杉 山）

医科・歯科とも開設しています。

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。
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いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

どろんこ運動会
　5月21日（月）、八名小学校5年

生児童47人が、学校近くの田ん

ぼで代かきをしながら「どろん

こ運動会」を行いました。

　児童たちは水をはった田んぼ

で、チーム対抗のリレーや騎馬

戦を楽しみました。

　鳥山栞汰くんは「騎馬戦で倒

れて泥まみれになったけど、気

持ちよかったです」とその表情

はうれしそう。

　5年生は総合学習の一環として、

この田んぼで1年間米づくりを

体験します。

かん た
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TV

新城市
光ファイバネットワーク
整備事業

　ケーブルテレビ説明会が、4月10日(火)から24日(火)に

かけて、市内49会場で開かれ、3,503人が出席しました。

　説明会で質問のあった内容と回答を、先月号の｢ほのか｣

に続き紹介します。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

加
入
率
の
低
迷
な
ど
に
よ
っ
て
料
金
を

値
上
げ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

加
入
率
の
低
迷
で
利
用
料
金
を
上
げ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
橋
・
田
原
・

新
城
で
加
入
者
が
多
く
な
り
、﹇
テ
ィ
ー

ズ

﹈
の
収
益
構
造
が
増
せ
ば
、
値
下
げ

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

現
に
、
﹇
テ
ィ
ー
ズ

﹈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
料
金
は
、
昨
年
11
月
に
値
下
げ
を
し

ま
し
た
。

事
業
所
は
、
早
期
契
約
特
別
価
格
の
適

用
が
あ
り
ま
す
か
。

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
12
月
末
ま
で
の

早
期
加
入
期
間
中
に
加
入
申
し
込
み
が

あ
る
場
合
で
も
、
市
の
施
工
分
の
引
込

工
事
費
4
万
円
程
度
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
利
用
料
金
は
、
事
業
所
も
個
人
と

同
額
で
す
。

QQ AA

加
入
申
し
込
み
・
手
続
き

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
I
P
電
話

﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
の
引
き
込
み
は
ど
の
よ
う

な
形
で
や
り
ま
す
か
。
壁
に
穴
を
開
け

た
り
し
ま
す
か
。

家
の
軒
先
ま
で
の
引
込
工
事
は
市
で
行
い
、

宅
内
工
事
は
﹇
テ
ィ
ー
ズ

﹈
で
行
い
ま

す
。
エ
ア
コ
ン
の
配
管
な
ど
を
利
用
し

ま
す
が
、
利
用
で
き
な
い
場
合
は
線
を

通
す
穴
を
開
け
ま
す
。
各
家
庭
に
よ
っ

て
工
事
の
形
態
は
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
要
望
に
そ
え
る
形
で
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

宅
内
工
事
業
者
は
選
べ
ま
す
か
。

引
込
工
事
は
市
が
施
工
し
、
宅
内
工
事

は
﹇
テ
ィ
ー
ズ

﹈
が
行
い
ま
す
。
な
お
、

既
設
配
線
の
改
修
、
追
加
配
線
工
事
な

ど
は
、
お
知
り
合
い
の
電
器
店
に
お
願

い
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
使
用
は
可
能
で
す
か
。

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
設
定
は
個
人
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
に
す
る
と
、
電
話
番
号
を
変
更

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
。

現
在
皆
さ
ん
の
各
家
庭
の
0
5
3
6
か

ら
始
ま
る
番
号
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
も
の
で
、

Ｉ
Ｐ
電
話
は
﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
か
ら
皆
さ

ん
に
050
か
ら
始
ま
る
番
号
を
付
与
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
を
導
入
し
た
場
合
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
線

は
撤
去
し
て
問
題
な
い
で
す
か
。

Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
110
番
、
119
番
、
0
1
2
0
番

が
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｐ
電
話
は
す
べ

て
の
電
話
番
号
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
併
用
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。
こ
れ
ら

の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
て
の
検
討
が

必
要
で
す
。

QQ AA

QA QA QA

工
事

ラ
　
ン



TV TV

4広報しんしろ 2007.7

　
１
世
帯
あ
た
り
の
契
約
に
な
り
ま
す
の

で
、
家
庭
に
あ
る
複
数
の
テ
レ
ビ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
方
は
、
2
0
1
1
年

７
月
24
日
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
は
、

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、

①
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
を
購
入

　
す
る
。

②
契
約
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
デ
ジ
タ
ル
ホ

　
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
す
る
。

③
市
販
の
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入

　
す
る
。

　
と
い
っ
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応

　
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
１
契
約
に
つ
き
１
台
の
デ
ジ
タ
ル
ホ
ー

ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
、
テ
レ
ビ
に
取
り
付
け

ま
す
。
取
り
付
け
た
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
、

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
も
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
コ
ー
ス
、
デ
ジ

タ
ル
ミ
ニ
コ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ス
の

月
額
利
用
料
金
に
は
、
地
デ
ジ
コ
ー
ス
の

利
用
料
金
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
デ

ジ
タ
ル
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
し
て

い
な
い
テ
レ
ビ
で
も
地
デ
ジ
コ
ー
ス
の
番

組
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
つ
い

て
い
な
い
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
、
ア
ナ
ロ

グ
放
送
終
了
後
に
契
約
コ
ー
ス
を
変
更
し

て
デ
ジ
タ
ル
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
接
続

す
る
か
、
市
販
の
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
接
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
デ
ジ
コ
ー
ス

地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
コ
ー
ス

デ
ジ
タ
ル
ミ
ニ
コ
ー
ス

デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ス

　デジタルテレビは契約後、地上デジタ

ル放送が見られます。

　アナログテレビはアナログ放送終了ま

で見られますが、アナログ放送終了後は、

デジタルチューナーを接続する必要があ

ります。

�月額利用料　840円

アナログテレビ デジタルテレビ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
見
る
た
め
の
具
体
例

地デジコースに加入した場合
QA

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
テ
レ
ビ
を
見
る
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
か

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
異
な
る
4
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す　

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
説
明
会
で
質
問

の
あ
っ
た
中
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

ち
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TV

アナログテレビ １アナログテレビ １アナログテレビ 2

ホームターミナルホームターミナル ホームターミナル

アナログテレビ 2 デジタルテレビデジタルテレビ

＋ ＋ ＋

　アナログテレビ 1 は、デジタルホームター

ミナルが接続されているので、地上デジタル

放送と BS デジタル放送が見られます。なお、

デジタルテレビも BS デジタル放送が視聴可

能です。

　アナログテレビ 2 は、アナログ放送終了後、

デジタルチューナーを接続するか、デジタル

テレビに買い換える必要があります。

　また、地デジ・BS コースの月額利用料金

には地デジコースの料金が含まれていますので、

デジタルテレビとアナログテレビ 2 でテレビ

を見るために、地デジコースを契約する必要

はありません。

※デジタルテレビは、地上・BS デジタルチ

　ューナー内蔵を条件とします。

　デジタルテレビは、地上デジタル・BS デジ

タル放送が見られます。アナログテレビは 2

台ともデジタルホームターミナルが接続され

ているので、地上デジタル放送と BS デジタ

ル放送が見られ、アナログ放送終了後もアナ

ログテレビで地上デジタル放送を見られます。

　また、地デジ・BS コースを 2 台契約してい

ますので、2 台目の月額利用料金は 1,260円に

なります。

※デジタルテレビは地上・BS デジタルチュー   

   ナー内蔵を条件とします。

�月額利用料　2,100円

地デジ・BSコースに加入した場合

�月額利用料　3,360円

地デジ・BSコースに加入した場合

コ ー ス 名 　　　　　 　 チャンネル数� 　　　　　　　　料　　　金

サービスメニュー

地デジコース

地デジ・BSコース

デジタルミニコース

デジタルコース

10チャンネル

20チャンネル

48チャンネル

62チャンネル

月額　　　　840円

月額　　　2,100円

2台目以降1,260円/台

月額　　　3,675円

2台目以降1,785円/台

月額　　　4,410円

2台目以降2,520円/台

※デジタルホームターミナルの貸出料金は、利用料金に含まれています。

　
各
戸
配
布
の
新
城
市
情
報
ハ

イ
ウ
ェ
ー
だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
質
疑
応
答
集
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�地デジ・BSコース、デジタルミニコース、テジタルコースのサービスをさらに充実しました。BSデジタルチューナー内蔵テレビであれば、
　ティーズから貸し出されるデジタルホームターミナルがなくても、宅内のテレビすべてがBSデジタル放送を見られるようになります。
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自
治
体
の
環
境
に
対
す
る
政
策
や
、

市
民
と
の
協
働
施
策
、
特
色
あ
る
取
り

組
み
な
ど
を
全
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
評

価
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
が
、
1
9
8
0
年
代
末
か
ら

ド
イ
ツ
国
内
で
開
催
し
た
の
が
始
ま
り

で
、
自
治
体
の
環
境
施
策
の
良
い
面
を

評
価
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
間
の
競
争

を
促
し
、
自
治
体
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
化
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
発
案
で

ド
イ
ツ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
自
治
体
の
環
境
施
策
を
調
査
・
評

価
し
、
得
点
の
高
い
自
治
体
を
表
彰
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
2
0
0
1
年
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
2
0
1
0
年
ま
で
行

う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
「
持
続
可
能
な

地
域
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
重
要

と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
の
有
無
が
質
問

さ
れ
、
「
自
治
体
政
策
全
体
が
、
ど
の

よ
う
に
環
境
の
視
点
を
持
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
か
」
総
合
的
に
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

　
質
問
票
の
内
容
は
、
左
上
表
に
あ
る

よ
う
に
全
15
分
野
、
質
問
数
約
80
問
、

総
ペ
ー
ジ
数
174
ペ
ー
ジ
に
も
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
点
数
化
さ
れ
、
本
市
は
、
１
，

０

２
０
点
満
点
中
658
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
質
問
内
容
は
昨
年
と
比
べ
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
の
本
市
の

得
点
593
点
か
ら
は
、
か
な
り
得
点
が
上

が
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
回
は
コ
ン
テ
ス
ト
開
始
か
ら
６
年

目
を
迎
え
、
開
始
当
初
か
ら
連
続
参
加

と
な
る
本
市
を
含
め
、
自
主
的
に
参
加

し
た
全
国
の
自
治
体
は
、
１，
８
０
０
自

治
体
中
、
74
自
治
体
に
な
り
ま
す
。
人

口
規
模
で
１
万
人
未
満
の
自
治
体
か
ら
、

広
島
市
、
北
九
州
市
な
ど
の
大
都
市
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
自
治
体
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
昨
年
順
位

【
総
合
順
位
】

　
第
３
位
（
２
位
）
〈
74
自
治
体
中
〉

【
自
治
体
規
模
別
順
位
】

〈
５
万
人
以
上
10
万
人
未
満
の
参
加

　
21
自
治
体
中
〉

○
人
口
規
模
別
　
　
第
１
位
（
１
位
）

○
住
民
参
画
部
門
　
第
１
位
（
１
位
）

○
地
球
温
暖
化
防
止
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位
（
１
位
）

※

→
主
催
者
か
ら
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
総
合
第
3
位

　
の
表
彰
を
受
け
る
穂
積
市
長

※NGO…政党や宗教団体、企業などから独立した組織として、自発的に市民が国境と国籍の違いを乗り越え、地球的規模の問題の解決に.取り組む、草の根の協力団体のことを言います。
　　　　 国際協力や国際交流、環境などに携わる団体があります。（Non-Governmental Organization）

環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
と
は

評
価
の
内
容

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

評価される分野（質問事項） 配点 得点

①ローカルアジェンダ21・環境基本条例
　・環境基本計画

②環境マネジメントシステム

③住民とともにチェックする仕組み・情報公開

④自治体内部における環境基本行動

⑤自治体との交流

⑥職員の資質・政策能力の向上と環境行政
　の総合化、予算

⑦住民のエンパワーメントとパートナーシップ

⑧環境・まちづくり学習

⑨自然環境の保全と回復

⑪健全な水循環

⑫風土を活かした景観形成と公園づくり

⑬まちづくりと一体化した交通政策

⑭地球温暖化防止・エネルギー政策

⑮ごみの減量化

⑯環境に配慮した産業の推進

　自由記述（3題）

　先進事例加点

95

50

50

55

40

90

85

80

70

40

50

65

80

60

60

30

20

60

44

34

34

28

40

71

46

57

30

39

21

32

38

47

18

19

配 点 合 計 1020 658

■本
環
境
課
　
☎
23
‐
7
6
2
9

●問
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コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
視
点

で
評
価
し
た
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
「
先
進
事
例
」
と
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
本
市
か
ら
は
今

回
３
つ
の
事
例
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
市
役
所
の
全
課
長
職
を
対
象

に
連
続
７
回
の
半
日
研
修
を
実
施
し
、

平
成
17
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
回
答
内
容

に
つ
い
て
、
質
問
項
目
毎
に
質
問
の
趣

旨
や
市
の
課
題
、
点
数
を
あ
げ
る
要
点

を
中
心
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

を
受
け
た
職
員
は
毎
回
「
受
講
者
の
提

案
」
と
し
て
政
策
提
案
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
、
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
「
全
課
長
職
を
対
象
と

し
た
研
修
を
行
い
、
各
担
当
部
署
で
の

環
境
首
都
実
現
に
向
け
た
行
動
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
」

が
先
進
的
で
あ
る
と
し
て
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
昨
年
12
月
か
ら
、
庁
内
の
パ
ソ
コ
ン

網
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
通
じ
て
市
長

自
ら
市
組
織
全
体
・
全
部
署
に
情
報
発

信
す
る
「
”市

長
発

“
亮
さ
ん
通
信
」
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
政
運
営

に
か
か
わ
る
市
長
の
考
え
や
コ
メ
ン
ト
、

職
員
が
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
が
メ
ー

ル
発
信
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
発
信
に
対
し
、
各
職
員
か
ら
も

提
案
が
で
き
、
意
見
収
集
の
時
間
短
縮

や
人
件
費
の
削
減
、
職
員
の
資
質
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
で
は
、

「
ジ
ュ
ニ
ア

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
養
成

楽
級（
め
だ
か
の
学
校
・
川
ガ
キ
教
室
）」

が
、
１
年
を
通
し
て
川
の
魚
や
水
生
生

物
の
生
活
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
い
ま

す
。
こ
の
行
事
で
は
、
子
ど
も
自
ら
詳

し
い
調
査
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
全
国

の
モ
デ
ル
と
な
る
地
域
特
性
を
生
か
し

た
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
先
進
事
例

環
境
首
都
を
目
指
す
新
城
市
の

首
都
コ
ン
テ
ス
ト
勉
強
会

市
長
と
全
職
員
を
結
ぶ

「
亮
さ
ん
通
信
」

絶
滅
危
惧
種

「
川
ガ
キ
」
養
成
楽
級

昨年の首都コンテスト勉強会のようす

市内を流れる寒狭川で行った川ガキ教室のようす

が

っ

き
ゅ
う

　
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

本
市
の
問
題
、
課
題
、
成
果
を
職
員
や

市
民
で
共
有
し
つ
つ
、
さ
ら
に
よ
い
施

策
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
「
良
好
な
環
境
を
未
来
へ
と

引
き
継
ぐ
」
た
め
、
皆
さ
ん
と
の
協
働

で
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と

も
に
「
日
本
の
環
境
首
都
」
を
目
指
し
、

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
 

市
民
と
と
も
に
目
指
す

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

順位� 　自 治 体 名 � 　 人口規模(人)

1

2

3

4

5

5

7

8

9

9

北九州市(福岡県)

水俣市(熊本県)

新城市(愛知県)

安城市(愛知県)

宇部市(山口県)　同点

飯田市(長野県)　同点

多治見市(岐阜県)

板橋区(東京都)

尼崎市(兵庫県)　同点

熊本市(熊本県)　同点

990,655

29,336

52,323

174,778

178,713

107,592

117,774

522,710

460,056

672,114

第
54
回

リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
７
月
15
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

　
新
城
文
化
会
館
 

は
な
の
き
広
場

　
り
さ
い
く
る
21
事
務
局
　（
村
田
）

　
　
　
　
　
　
☎
23
‐
7
6
0
3

　
　
環
境
課
　
☎
23
‐
7
6
2
9

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ

し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前

②
住
所
　
③
電
話
番
号
を
環
境
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

■本
譲
り
た
い
も
の

　
�
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
イ
ス
付
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

　
�
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
（
自
動
車
用
）

2006.12.1現在

かん さ

●時●問 ●所
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総
務
課
　
☎
23
‐
7
6
1
1

●問
本

有

海

本

町

小

川

黒

瀬

杉

山

吉

川

富
岡
東
部

連

合

細

川

東

新

町

西

新

町

入

船

新
城
中
町

栄

町

橋

向

的

場

弁

天

片

山

徳

定

山

臼

子

今

出

平

諏

訪

石

田

野

田

中

市

場

大

野

田

稲

木

豊

島

川

田

川

田

原

上
市
場
東
住
宅

上
市
場
西
住
宅

平

井

上

平

井

矢

部

富

沢

富

永

大

宮

牛

倉

須

長

浅

谷

出

沢

横

川

大

海

八

束

穂

竹

広

川

路

緑

が

丘

市

川

塩

沢

鳥

原

小

畑

中

宇

利

富
岡
中
部

富
岡
西
部

黒

田

庭

野

一

鍬

田

八

名

井

東
清
水
野

長

篠

西

本

郷

内

金

上

内

金

下

杉

下

芳

ケ

入

富

保

浅

畑

下

平

東

矢

田

寺

林

大

峠

引

地

橋

平

湯

谷

槙

原

ド
ウ
デ
イ

柿

平

玖

老

勢

副

川

門

谷

布

里

只

持

一

色

塩

瀬

島

田

源

氏

恩

原

大

輪

湯

島

海
老
千
原
田

海
老
下
町

海
老
中
町

海
老
丁
塚

海
老
入
洞

海
老
川
売

四

谷

海
老
山
中

海
老
須
山

海
老
副
川

上

新

戸

中

新

戸

下

新

戸

柿

本

会
　
　
長

副

会

長

代
表
区
長

代

表

区

長

会

新

城

地

区

鳳

来

地

区

平
成
19
年
度

区
長
を
紹
介
し
ま
す

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名
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行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

鳳

来

地

区

作

手

地

区

五

反

田

定

国

紺

東

紺

西

大

田

輪

山
吉
田
山
中

小

阿

寺

高

野

阿
寺
大
沢

川

上

中

平

松

沢

矢

田

竹

ノ

輪

多

利

野

黄

柳

野

蔵

平

栗

衣

大

平

本

久

大
野
1
番
組

大
野
2
番
組

大
野
3
番
組

大
野
4
番
組

大
野
5
番
組

大
野
6
番
組

大
野
7
番
組

大
野
8
番
組

井

代

能

登

瀬

名

越

名

号

睦

平

秋
葉
巣
山

七
郷
一
色

鳳
来
川
合

池

場

守

義

菅

沼

木

和

田

善

夫

西

田

原

東

田

原

岩

波

南
中
河
内

北
中
河
内

明

和

長

者

平

鴨

ケ

谷

市

場

作
手
須
山

北

畑

野

郷

作
手
川
合

相

寺

和

田

見

代

戸

津

呂

杉

平

赤

羽

根

小

林

東

高

松

大

和

田

田

代

都市計画マスタープラン
策定市民委員・募集

　市では今年度、都市計画マスタープラン

の策定を行います。

　これは、市の都市計画に関する基本的な

方針として定めるものであり、都市計画区

域のまちづくりの方向性を示していきます。

　策定委員は、大学教授、区長、県都市計

画課職員、市職員などで構成され、市民の

方にも委員として計画策定に関わっていた

だきます。

会議日程　８月・11月・１月ごろ
　　　　3回　各半日程度
対　象　市内在住で20歳以上
定　員　２人程度（応募者多数の場合は、
　　　　 面接の上選考させていただきます）
締　切　 7月13日（金）
応　募　住所、氏名、年齢、職業、電話番
　　　　号を明記の上、郵送またはＥメー
　　　　ル、ファックスでご応募ください。

■本

■本

●em

　市では、今年度から来年度にかけて男女

共同参画プランを策定します。この計画は、

だれもが自分らしく生き生きと暮らせる社

会を目指し、社会に参画するための施策を

総合的効果的に推進するものです。この計

画の策定にあなたも参加しませんか。

対　象　市内に在住、在勤、在学の20歳以
　　　　上の方
定　員　男女合わせて10人程度
締　切　7月20日（金）
申し込み　電話で受け付けします。
その他　報酬はありません。会議は、原則
　　　　月1回を予定しています。時間は参
　　　　加者で話し合って決めていきます。

男女共同参画プラン策定委員・募集

都市計画課　☎23‐7640　�23‐7047
toshi@city.shinshiro.lg.jp

〒441-1392（住所不要）新城市役所都市計画課あて

じょうほう課　☎23‐7623

問い合わせ・申し込み

問い合わせ・申し込み

（
敬
称
略
）
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　桜淵いこいの広場グラウンドで、市消防団操法大

会が行われました。

　新城・鳳来・作手3団の消防団員が、小型ポンプ

操法で15チーム、ポンプ車操法で6チームに分かれ

て参加し、日ごろの練習の成果を披露しました。

アユの放流

消防団操法大会

　新城幼稚園児約 100 人が、桜淵公園左岸の河原

で、アユの稚魚約50キログラムとアマゴなどの成

魚約10キログラムの放流を行いました。この放流

は、豊川上漁業協同組合が、毎年6月1日の鮎漁解

禁を前に、園児を招いて行っています。

　今年は水温が高いため、稚鮎の生育も良いそう

です。園児たちは、｢大きく育ってね｣と言いなが

ら稚魚を川に放しました。

5/15�

　晴れ渡る青空の下、亀山城址周辺で、第29

回古城まつりが行われました。

　開成小学校の児童31人が「開成よさこい」

を踊り会場の雰囲気を盛り上げました。また

長篠・設楽原鉄砲隊の火縄銃の演武、作手中

学校和太鼓クラブの演奏や作手青年団による

ゲーム大会などが行われ、訪れた約 600 人の

観衆は、新緑の中、まつりを楽しみました。

古
城
ま
つ
り

5/27�

5/27�

    小型ポンプ操法の部

１位   鳳来  第7分団第1班

２位   鳳来  第1分団第1班

３位   作手  第2分団第1班

４位   鳳来  第1分団第2班

５位   新城  第5分団第3班

      ポンプ車操法の部

１位   新城  第5分団第2班

２位   新城  第2分団第1班

※今年度の県消防操法大会には、新城・鳳来・作手3消防団の取り決めで、

   鳳来消防団第１分団（玖老勢・副川・門谷）が、小型ポンプ操法の部へ

　出場します。

ち あゆ

も と
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　新城高校美術部の生徒24人が、市道東新町桜

淵線沿いのブロック塀に、四季の壁画を完成さ

せました。

　この壁画は、新町地区まちづくり協議会の会

員が、皆さんに楽しみながら歩いてもらいたいと、

通学にも利用している生徒の人たちにお願いし

描いてもらいました。

　縦180センチ、横360センチの壁画は、それぞ

れ春・夏・秋・冬の風景になっています。

　部長の原田里美さん（3 年生）は｢私たちの行動

が、少しでもまちづくりにつながれば｣と満足そ

うに話していました。

四季を描いた壁画 5/18�

　新城市民病院の看護師で組織されている「すず

らん会」が“和み”をテーマに「ナイチンゲール祭」

を開きました。

　看護師の人たちは、替え歌に踊りをつけたリハ

ビリ体操や、ハンドベルで「ふるさと」「春が来た」

など4曲の演奏をしました。

　一方、ロビーには、患者の方、地域のボランテ

ィアの方や職員の人たちが作った絵手紙、つるし

雛やパン細工などが展示され、参加者は、交流の

ひとときを過ごしました。

ナイチンゲール祭

5/18�

な ご

び な
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催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

In
fo

rm
atio

n
In

fo
rm

atio
n

第
18
回

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

第
2
回
　市
民
盆
踊
り
大
会

ツ
ー
ル
･
ド
･
新
城

郷
土
芸
能
祭

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　

　
☎
22
‐
0
6
7
3

　
7
月
8
日

（日）
　

小
雨
決
行

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
3

　
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・

ド
･
新
城
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
本
格
的
な
自
転
車
レ
ー
ス
を
観

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
７
月
７
日

（土）
、
８
日

（日）

　
県
営
新
城
総
合
公
園
と
周
辺
一

　
般
公
道

　
観
戦
の
み
の
方
は
、
公
園
東
側

　
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
文
化
協
会
　

　
☎
23
‐
7
6
5
6

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
大
勢
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
28
日

（土）
　
午
後
7
時

　
新
城
文
化
会
館
は
な
の
き
広
場

　
無
料

※
当
日
は
、
各
自
う
ち
わ
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

第
12
回
　日
本
自
然
写
真
展

　
　
文
化
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
　
市
文
化
協
会
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
6

　
紅
陽
会
は
、
富
士
山
を
愛
し
、

そ
の
撮
影
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
写

真
家
・
岡
田
紅
陽
を
慕
い
、
門
下

生
・
関
係
者
に
よ
っ
て
昭
和
４９
年

に
設
立
さ
れ
た
写
真
家
集
団
で
す
。

　
紅
陽
会
、
新
城
写
真
ク
ラ
ブ
と

の
交
流
写
真
展
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

　
７
月
２８
日

（土）
〜
８
月
５
日

（日）
　

　
（
３０
日
は
休
館
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
終
了
）
　

　
新
城
文
化
会
館

　
無
料

　
　
文
化
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
７
月
８
日

（日）

　
午
前
１０
時
３０
分

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
無
料

　
歌
舞
伎
公
演

　
寿
式
三
番
叟

　
白
浪
五
人
男

　
鬼
一
法
眼
三
略
巻

　
忠
臣
蔵
七
段
目
　
ほ
か

内 　 容 ・ 場 　 所

第18回 設楽原決戦場まつり

時　　間

戦没者慰霊法要（信玄塚）

創作演舞　東郷東小学校1・2年生（資料館前）

武者行列　東郷西・東小学校、東郷中学校、

長篠・設楽原鉄砲隊（設楽原決戦場）

決戦太鼓と火縄銃

地元太鼓、長篠・設楽原鉄砲隊（馬防柵）

午前9時30分

午前10時45分

午前11時30分

午前11時

　
①
鎮
魂
…
戦
没
者
の
慰
霊

　
②
子
ど
も
武
者
…
歴
史
の
回
顧

　
③
火
縄
銃
…
科
学
技
術
の
検
証

　
の
三
つ
が
柱
で
す
。

　
４３２
年
前
の
「
あ
の
日
」
の
、
「
そ

　
の
場
所
」
で
、
古
戦
場
の
多
く

　
の
塚
を
守
り
続
け
て
き
た
「
地

　
元
の
手
」
で
、
新
し
い
「
あ
し

　
た
」
を
探
す
た
め
の
ま
つ
り
で

　
す
。

　
地
元
（
設
楽
郷
）
の
特
別
物
産

　
展
も
開
催
し
ま
す
。

　
（
資
料
館
横
の
駐
車
場
で
午
後

　
1
時
ま
で
）

設
楽
原
ミ
ニ
講
座

　
７
月
28
日

（土）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
講
演
会

　
「
風
林
火
山
―
東
三
河
に
お
け

　
る
山
本
勘
助
に
つ
い
て
」

　
鈴
木
 健
 氏

　
50
人

　
無
料 ち

ん
こ
んけ

ん

か

い

こ

　
　
地
域
振
興
課

　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

　
鳳
来
布
絵
グ
ル
ー
プ

　
布
絵
展
　

　
鳳
来
寺
山
表
参
道
の
美
し
い
緑

の
中
、
な
つ
か
し
い
風
景
や
美
し

い
花
な
ど
を
題
材
と
し
て
、
会
員

15
人
が
布
絵
で
描
い
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
7
月
１
日

（日）
〜
３０
日

（月）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
３０
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

観
来
館
7
月
の
展
示

み

に

こ

ん

か

ん

●時

●時●講 ●所

●時●所●時●所

●￥

●￥

●時●所●￥

●￥

●内●内

●内

●定

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●問
■本

●問
■本

●問

●時●所

●問
■本

●他

●他

●問

せ ん ぼ つ し ゃ い れ い ほ う よ う

え ん ぶ

む し ゃ ぎょうれつ

か

ぶ

き

こ
と
ぶ
き
し
き

さ
ん
　
ば
　
そ

う

ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

き
い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
ゃ
く
の
ま
き

し
ら
な
み
ご
に
ん
お
と
こ

こ
う
よ
う

●所 ●時●他 ●問
■鳳
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募
　
集

募
　
集

募
　
集

お知らせ Information

平
成
19
年
度
　
臨
時
職
員

（
発
掘
作
業
員
・
整
理
作
業
員
）

　　　　介護高齢課　　市民福祉課　　市民福祉課

　　　　☎23‐7688　　☎32‐1982　　☎37‐2211 

　この研修は、皆さんが地域で身近にできる介護につ

いて少しでも知識を深めていただき、ボランティア活

動に役立てていただくことを目的としています。初心

者にも分かりやすい内容で、実際に体を動かして演習

を行います。ぜひこの機会に、地域の皆さんでお誘い

合わせの上、ご参加ください。

　 7月28日（土）　午前10時～午後4時

　 鳳来開発センター

　 7月29日（日）　午前10時～午後4時

　 作手介護予防拠点施設

　 8月4日（土）　　午前10時～午後4時

　 新城文化会館

　 講義　認知症高齢者の理解と対応

　 演習　レクリエーションから介護予防を考える

　 各会場とも先着40人　　 無料

　 7月20日（金）

　 当日は動きやすい服装でご参加ください。

　
　
　
文
化
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
市
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
な
ど
の
作
業
に
従
事
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
発
掘
作
業

　
8
月
上
旬
〜
１２
月
中
旬
（
予
定
）

　
整
理
作
業

　
７
月
〜
３
月
下
旬
（
予
定
）

　
作
業
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
１
日
６

　
時
間
で
、月
１３
日
程
度
）

　
富
永
、
長
篠
地
域

　
遺
跡
の
発
掘
作
業
と
、
遺
跡
か

　
ら
出
土
し
た
遺
物
の
整
理
作
業
、

　
報
告
書
作
成
補
助

　
発
掘
作
業
員

　
９５０
円
（
時
給
）

　
整
理
作
業
員

　
８８０
円
（
時
給
）

　
ど
な
た
で
も

　
申
込
方
法

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
写
真
を
は
り
文
化
課
（
市

　
民
体
育
館
２
階
）
ま
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
7
月
10
日

（火）

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
5
3

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
し
よ
う
！

　
種
目

　
日
本
拳
法
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

　
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ダ
ー

　
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ゴ
ル
フ
、

　
少
林
寺
拳
法
、
柔
道
、
フ
ィ
ジ

　
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
卓
球
、

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
陸
上
競
技
、

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
一
種
目

５００
円

　
６
月
１８
日

（月）
〜
２９
日

（金）

※
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、

　
直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
（
市
民
体
育

　
館
２
階
）
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
。

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
38
‐
1
4
3
1

　
６
月
16
日

（土）
〜
８
月
31
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
２０
分

　
市
内
の
小
・
中
学
生
は
、
入
場
券

　
を
持
参
す
る
と
無
料
に
な
り
ま

　
す
。

夏
休
み
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ま

い

ぞ

う

い
　
せ

き

第
2
回

自
然
観
察
会

　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
4

　
７
月
29
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
く
ら
が
り
渓
谷

　
く
ら
が
り
渓
谷
を
登
る

　
作
手
自
然
愛
好
会
の
皆
さ
ん

　
作
手
総
合
支
所
前

　
25
人

　
100
円

　
7
月
20
日

（金）

　
申
込
方
法

　
直
接
申
し
込
む
か
、
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
4

【
に
こ
に
こ
】

　
年
間
全
10
回

　
第
３
回
　
７
月
27
日

（金）
　

　
午
前
10
時

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
消
防
士
さ
ん
と
一
緒
！

　
い
ざ
と
い
う
時
、
あ
わ
て
な
い

　
た
め
の
乳
幼
児
救
急
法
を
学
び

　
ま
し
ょ
う
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
無
料

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

市ボランティア養成研修市ボランティア養成研修

国
家
公
務
員
�
種

（
税
務
）
職
員

作
手
地
区

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン

　
名
古
屋
国
税
局

　
☎
0
5
2
‐
951
‐
3
5
1
1

　
名
古
屋
国
税
局
で
は
、
平
成
20

年
度
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
方

　
６
月
26
日

（火）
〜
７
月
３
日

（火）

　
第
1
次
試
験
　
9
月
9
日

（日）

●問

●問

●受

●受 ●対

●対

●対

●他

●他

●他

●内

●〆

■鳳 ■作●申●問 ■本

●申
●問

■本

●申
●問

■本

●時

●時

●時

●時●時

●時

●〆

●〆

●所

●所

●所

●所

●￥

●内

●内

●定

●￥

●￥●￥

●￥

●￥

●定

●時●講●集 ●所●内 ●問
■本

●問
■本

け
い
こ
く

●時●所●内
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７
月
１
日

（日）
か
ら
１５
日

（日）
ま
で

　
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

　
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
・
E
メ
ー
ル
・
は
が
き
で
ご

　
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

第
１
回

　
８
月
１８
日

（土）

　
「
強
右
衛
門
と
金
七
郎
　

　
　
長
篠
城
二
人
脱
出
説
の
検
証
」

　
市
郷
土
研
究
会
副
会
長

　
　
　
夏
目
 利

美
 氏

第
２
回

　
９
月
２９
日

（土）

　
「
蘭
学
の
泉
　
中
津
に
湧
く
」

　
中
津
市
生
涯
学
習
大
学
講
師

　
　
　
本
徳
 照

光
 氏

第
３
回

　
１０
月
２７
日

（土）

　
「
福
澤
諭
吉
と
中
津
奥
平
家
」

　
慶
應
義
塾
大
学

　
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

　
　
　
西
澤
 直

子
 氏

第
４
回

　
１１
月
１７
日

（土）

　
「
松
平
下
総
守
忠
明
と
家
臣
団
」

　
行
田
市
郷
土
博
物
館
学
芸
員

　
　
　
鈴
木
 紀

三
雄
 氏

第
５
回

　
１２
月
８
日

（土）

　
「
現
地
学
習
会
　
伊
勢
亀
山
城

　
と
関
宿
を
訪
ね
る
」

　
亀
山
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員

　
関
宿
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
６
回

　
１
月
１９
日

（土）

　
「
中
津
藩
奥
平
侯
の
参
勤
交
代

　
　
嘉
永
五
年
御
参
勤
御
供
日
記

　
　
よ
り
」

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
長

　
　
　
山
内
 祥

二
 氏
 

森
の
教
室
（
入
門
編
）

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　

h
o
u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

　

　 

〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

   
 

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6

「
本
宮
山
と
作
手
高
原
の
地
学
」

 
７
月
２９
日

（日）

 
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
作
手
地
内
（
本
宮
山
―
清
岳
―

　
鳴
沢
の
滝
）

　
作
手
高
原
の
地
形
と
地
質
を
学
ぶ

　
鳳
来
総
合
支
所
、
新
城
体
育

　
館
前
（
バ
ス
利
用
）

 
大
 
 

人
 

１，
５
０
０
円
　

 
小
・
中
学
生
 

１，
０
０
０
円

 
４０
人

 
筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物

 
博
物
館
学
術
委
員
（
地
学
分
野
）

「
市
の
天
然
記
念
物
 

ヒ
メ
ハ
ル

ゼ
ミ
観
察
会
」

 
７
月
１４
日

（土）

 
午
後
4
時
〜
6
時

 
設
楽
原
歴
史
資
料
館
周
辺

　
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
や
生
態

　
を
学
ぶ

 
設
楽
原
歴
史
資
料
館
駐
車
場

 
大
 
 
 人
 

5００
円
　

 
小
・
中
学
生
 

3００
円

 
５０
人

 
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
捕

　
虫
網

 
博
物
館
学
術
委
員

 
 

　
水
谷
 英

夫
 氏

「
豊
川
流
域
の
自
然
を
さ
ぐ
る
」

　
７
月
２０
日

（金）
〜
９
月
２
日

（日）

　
（
夏
休
み
期
間
中
は
無
休
）

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
清
流
豊
川
を
と
り
ま
く
動
物
、

　
植
物
、
地
質
な
ど
を
総
合
的
に

　
展
示
紹
介
。
川
を
中
心
に
郷
土

　
の
自
然
の
豊
か
さ
を
再
発
見
し

　
ま
す
。

　
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す
。

　
大
　
　
　人
　

２１０
円

　
小
・
中
学
生
　

１００
円

　
　
あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
5
6
1
‐
86
‐
0
6
0
6

　
　
�
0
5
6
1
‐
85
‐
1
8
4
1

　

k
a
is

h
o
@

p
re

f.a
ic

h
i.lg

.jp

　

　
〒
4
8
9
‐
0
8
5
7

平
成
19
年
度
　
長
篠
城
址

史
跡
保
存
館
歴
史
講
座

　
　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
　
☎
・
�
32
‐
0
1
6
2

 
〒
４
４
１
‐
１
６
３
４

　
新
城
市
長
篠
字
市
場
２２
‐
１

   h
ri-h

o
zo

n
k
a
n
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

　
今
年
の
歴
史
講
座
で
は
、
奥
平

氏
が
日
本
の
歴
史
の
中
に
残
し
て

い
っ
た
波
紋
を
具
体
的
に
探
り
出

し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　

　
８
月
〜
平
成
１９
年
１
月
の
土
曜

　
日（
全
６
回
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
５０
人

　
１，
５
０
０
円
（
５
回
分
）

　（
第
5
回
の
現
地
学
習
会
は
実
費
）

 

　
瀬
戸
市
吉
野
町
304
‐
1

 
あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー
で

は
、
全
４
回
の
コ
ー
ス
で
、
森
に

つ
い
て
学
び
、
森
の
手
入
れ
な
ど

を
体
験
す
る
「
森
の
教
室
」
を
実

施
し
ま
す
。

①
９
月
１６
日

（日）

 
森
の
観
察
と
調
査

②
１０
月
７
日

（日）

森
の
学
習
と
手
入
れ
（
ヒ
ノ
キ
　

林
の
手
入
れ
な
ど
）

③
10
月
28
日

（日）

　
森
の
学
習
と
手
入
れ
（
雑
木
林

　
の
手
入
れ
）

④
11
月
18
日

（日）

　
森
の
恵
み
と
工
作

※
各
回
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
瀬
戸
市
南
東
部
「
海
上
の
森
」

　
内
（
海
上
の
森
入
口
駐
車
ス
ペ

　
ー
ス
集
合
、
愛
知
環
状
鉄
道
山

　
口
駅
か
ら
徒
歩
２０
分
）

　
５０
人
程
度

　�
小
学
校
４
年
生
以
上
（
小
・
中

　
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
で
、
４

　
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方

�
木
の
伐
採
（
の
こ
ぎ
り
）
、
運
搬

　
な
ど
の
作
業
が
実
施
で
き
る
方

　
５００
円（
保
険
料
相
当
額
、４
日
分
）

　
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
「
森
の
教
室
（
入

　
門
編
）
申
込
」
と
記
載
の
上
、

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　
号
を
記
入
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合

　
は
、
全
員
分
記
入
）
し
て
、
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
９
月
２
日

（日）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

　
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
応
募
者

　
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●他 ●〆 ●所●￥

●内
●時

●対 ●定

●em

●持 ●持●￥●講 ●定

●応

●集 ●所●所 ●集 ●内

●内

●￥●定

●時●内●講

●時●内 ●内●講●時●内●講●時●内●講

●時

●所

●時 ●内 ●講 ●時

●講 ●時●内●講

か
 

え
い

ち
ゅ
う
あ
み

ほ

き

よ

お

か

け

い

お

う

ぎ

じ
ゅ
く

と

し

み

き

み

お

ひ
で
　
お

し
ょ
う

じ

わ

ほ
ん
と
く
　

て
る

み
つ

●申
●問

●申
●問●em

●時●定 ●所●￥

●￥

●em

●申
●問●時

●申



15 広報しんしろ 2007.7

手
　
当

手
　
当

手
　
当

そ

の

他

そ

の

他

そ

の

他

　
　
児
童
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
2

　
　
市
民
福
祉
課

　
　
☎
32
‐
1
9
8
2

　
　
市
民
福
祉
課

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1

　
市
遺
児
手
当
（
４
月
〜
７
月
分
）

を
７
月
３１
日

（火）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
す

　
み
や
か
に
本
庁
児
童
課
ま
た
は

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
の
市

　
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
市
国
際
交
流
協
会

　
☎
23
‐
7
7
8
3

　
　sie

a
@

c
ru

x
.o

c
n

.n
e

.jp

　
市
で
は
、
５
月
に
初
め
て
外
国

籍
住
民
が
１，
０
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
国
際
交

流
協
会
で
は
、
今
月
の
広
報
「
ほ

の
か
」
22
〜
23
ペ
ー
ジ
に
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。

　
今
後
も
３
カ
月
ご
と
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
で
情
報
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
以
外
の

言
語
に
も
徐
々
に
対
応
し
て
い
く

予
定
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ペ
ー
ジ
の
創
設

市
遺
児
手
当
の
振
込
み

「
し
ん
し
ろ
森
の
学
校
」

　
　
　
森
林
政
策
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
3
1

　
　
　
�
23
‐
2
0
0
2

　rin
g

y
o

@
c

it
y
.s

h
in

s
h

iro
.lg

.jp

 

森
林
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら

い
、
市
民
の
知
恵
と
力
で
散
策

の
で
き
る
「
し
ん
し
ろ
の
森
」
を

つ
く
る
た
め
、
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 
第
10
回
　
７
月
８
日

（日）

 
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

 
第
11
回
　
９
月
９
日

（日）

 
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

 
第
12
回
　
11
月
11
日

（日）

 
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

 
庭
野
地
内
市
有
林

 
無
料

 
各
回
と
も
先
着
50
人

 
第
10
回
　
７
月
４
日

（水）

　
第
11
回
　
９
月
５
日

（水）

　
第
12
回
　
11
月
７
日

（水）

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

労
働
相
談
の
ご
案
内

　
県
新
城
設
楽
事
務
所

　
☎
23
‐
6
1
0
4

　
労
働
問
題
で
お
困
り
の
方
、
労

働
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　
解
雇
、
賃
金
、
就
業
規
則
、
労

　
働
契
約
な
ど
あ
ら
ゆ
る
労
働
問

　
題

相
談
方
法

　
来
所
ま
た
は
電
話
で

相
談
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

　
　
生
活
衛
生
課（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
　
☎
22
‐
0
5
2
1

　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

炉
内
耐
火
物
の
劣
化
の
た
め
、
焼

却
炉
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
ご
み
の
焼
却
量
が
低
下

す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
ご
み
の
自
己
搬
入
を
控
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
７
月
２
日

（月）
〜
３１
日

（火）

あ
な
た
も
公
売
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

ご
み
自
己
搬
入
自
粛
の

お
願
い

　
名
古
屋
国
税
局

　
☎
0
5
2
‐
951
‐
3
5
1
1

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
ta

.g
o

.jp
/

　
名
古
屋
国
税
局
・
各
税
務
署
で

は
、
不
動
産
な
ど
の
公
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
公
売
物
件
の
詳
細
は
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

れ

っ

か

じ

し

ゅ

く

　
　
学
校
教
育
課

　
　
☎
23
‐
7
6
5
2

　
現
在
、
小
学
校
（
平
成
17
年

度
か
ら
）
、
中
学
校
（
平
成
18
年

度
か
ら
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る

教
科
書
と
、
各
高
等
学
校
で
毎

年
選
定
す
る
教
科
書
の
見
本
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

 
新
城
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
新
城
図
書
館
内
）

 
７
月
５
日

（木）
ま
で

　
展
示
期
間
中
の
休
館
日

　
６
月
30
日

（土）

　
　
　
学
校
教
育
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
5
2

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学

校
入
学
前
の
障
害
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
就
学
相
談
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
障
害
や
障
害
児

教
育
の
実
施
に
つ
い
て
、
よ
り

正
し
く
理
解
す
る
場
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
予
約
制
で
す
。

　
７
月
26
日

（木）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
お
お
ぞ
ら
園

　
無
料

教
科
書
展
示
会

入
学
前
就
学
相
談
会

図
書
館
だ
よ
り

　
新
城
図
書
館

　
☎
23
‐
2
3
3
3

　http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

　
お
す
す
め
の
作
家
と
、
そ
の
著

書
を
紹
介
し
ま
す
。

《
天
野
 節

子
 氏

》
61
歳

　
「
氷
の
華
」
幻
冬
舎
発
行
　

　
幼
児
教
育
歴
40
年
の
著
者
が
、

還
暦
を
め
ど
に
４
年
の
歳
月
を
費

や
し
て
挑
戦
し
た
処
女
作
の
本
格

ミ
ス
テ
リ
ー
で
す
。

　
結
婚
12
年
の
主
婦
に
か
か
っ
た

一
本
の
電
話
が
、
彼
女
を
殺
人
へ

と
駆
り
立
て
ま
す
…
。

　
松
本
清
張
の
再
来
と
の
呼
び
声

も
高
い
、
著
者
の
作
品
を
ぜ
ひ
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　
７
月
１
日

（日）
か
ら
、
課
題
図

　
書
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
対
象
で
、
一
人
１

　
冊
・
１
週
間
の
貸
し
出
し
で
す
。

　
臨
時
休
館
　
７
月
17
日

（火）

●申

●他
■鳳■作

●問
■本

●問●em

●￥●定●〆 ●所 ●時
●申
●問

■本

●em

●問

●時

●HP ●問

■本
●問

●所

●時

●時

●所

●他

●￥
●申
●問

■本

●問
■本

●HP ●問

●他
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県
教
育
委
員
会
で
は
、
主
と
し

て
新
た
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
る

障
害
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
養

護
学
校
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
体
験
入
学
を
開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
各
養
護
学
校
へ
直

接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
豊
川
養
護
学
校

　
　
☎
0
5
3
3
‐
88
‐
2
5
5
3

　
７
月
23
日

（月）
、
10
月
25
日

（木）

　
知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に

　
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
子

　
　
豊
橋
養
護
学
校

　
　
☎
0
5
3
2
‐
61
‐
8
1
1
8

　
９
月
7
日

（金）
、
10
月
26
日

（金）

　
手
足
の
不
自
由
な
子

　
　
大
府
養
護
学
校

　
　
☎
0
5
6
2
‐
48
‐
5
3
1
1

　
10
月
12
日

（金）
、
11
月
20
日

（火）

　
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子

随
時
の
相
談

　
各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学

以
外
の
日
に
も
随
時
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
の
死
者
を
減
ら
す

た
め
、
昨
年
６
月
か
ら
、
消
防
法

で
新
築
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
既
存
住
宅
で
は
、
平
成
20
年
5

月
31
日
ま
で
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
火
災
に
よ
る
死
者
の
大
半
が
、

住
宅
火
災
で
の
犠
牲
者
で
、
そ
の

原
因
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
火
災
の
発
生
を

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
い
ち
早

く
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う

し
た
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
期

に
設
置
し
、
も
し
も
の
火
災
か

ら
大
切
な
「
生
命
」
「
財
産
」
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
不
適
切
な
価
格
・
無
理

強
い
販
売
な
ど
を
行
う
業
者
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
に

は
、
左
の
壁
掛
け
タ
イ
プ
、
天
井

取
り
付
け
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
　
新
城
総
合
公
園
管
理
事
務
所

　
　
☎
25
‐
1
1
4
4

　
　
�
25
‐
0
0
9
0

　
以
前
か
ら
総
合
公
園
運
動
施
設

な
ど
の
休
業
日
は
月
曜
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
学
校
な
ど
の
夏
休

み
期
間
中
（
７
月
９
日

（月）
〜
８

月
31
日

（金）
）
は
月
曜
日
も
開
業

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
期
間
中
の
月
曜
日
の

利
用
申
し
込
み
は
、
「
ネ
ッ
ト
あ

い
ち
」
か
ら
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
直
接
当
公
園
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

新
城
総
合
公
園
の
開
業
日

県
養
護
学
校
体
験
入
学

　
新
城
警
察
署

　
☎
22
‐
0
1
1
0

平
成
19
年
度
愛
知
県
警
察
官
採
用

試
験
の
ご
案
内

　
自
分
た
ち
の
ま
ち
、
愛
知
の
ま

ち
に
暮
ら
す
大
切
な
人
の
た
め
に
、

警
察
は
日
夜
と
わ
ず
働
い
て
い
ま

す
。
こ
の
”

人
の
た
め
に

“
を
真

に
実
感
で
き
る
仕
事
。
こ
の
警
察

の
仕
事
を
担
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

人
の
チ
カ
ラ
。
愛
知
県
警
察
は
今
、

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

�
警
察
官

（Ａ）
…
大
学
卒
業
程
度

�
警
察
官

（B）
…
高
等
学
校
卒
業
 

 
程
度

�
受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布
開

 
始
日

 
７
月
３
日

（火）

�
受
付
期
間

　
 

８
月
15
日

（水）
〜
31
日

（金）

�
第
一
次
試
験
日

　
　
９
月
16
日

（日）

�
第
一
次
試
験
合
格
発
表
日

　
　
９
月
28
日

（金）

�
第
二
次
試
験
日

　
　
10
月
15
日

（月）
〜
21
日

（日）

�
最
終
合
格
発
表
日

　
　
12
月
７
日

（金）

�
受
験
資
格

　
警
察
官

（Ａ）
 

昭
和
52
年
４
月
2

　
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
　

　
警
察
官

（B）
 

昭
和
52
年
４
月
2
 

　
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
 

　
で
に
生
ま
れ
た
方

�
学
歴
　

　
警
察
官

（Ａ）
　
大
学
（
短
大
を
除

　
く
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
 
 

　
は
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
 

 

　
卒
業
見
込
み
の
方

 
警
察
官

（B）
　
警
察
官

（Ａ）
区
分
 

 
以
外
の
方

�
そ
の
他

 
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
 

　
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格

　
事
項
に
該
当
し
な
い
方

�
採
用
予
定
日

 
平
成
20
年
４
月
以
後

●問

有
線
放
送
電
話
の

古
電
柱
を
お
譲
り
し
ま
す

　
　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
1
2

　
有
線
放
送
電
話
の
廃
止
に
伴
い
、

本
年
度
、
旧
新
城
市
南
部
地
区

を
対
象
に
有
線
電
柱
な
ど
の
撤

去
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
撤
去
し
た
古
電
柱
の
再
利
用
を

希
望
す
る
方
は
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
南
部
地
区
の
方
を
中
心
に
受
け

　
付
け
し
ま
す
。

　
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
じ
ょ
う

　
ほ
う
課
分
室
（
本
庁
舎
南
側
の

　
第
２
庁
舎
２
階
）
ま
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
引
渡
し
は
、
公
共
的
な
使
用
を

　
す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

火
災
警
報
器
が
大
切
な

「
命
」「
財
産
」
を
守
り
ま
す

消
防
署
　
☎
22
‐
1
1
1
9

天井取り付けタイプ壁掛けタイプ

●対

●時

●対 ●時●対 ●時

●申
●問

●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●対●応
●申
●問

■本

●他
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

検
 

診

　
７
月
９
日

（月）

　
胃
が
ん
　
　
午
前
実
施

　
子
宮
が
ん
　
午
後
実
施

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん

　
大
腸
が
ん

　
７
月
16
日

（祝）

　
午
前
実
施

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　
前
立
腺
が
ん

　
７
月
24
日

（火）

　
子
宮
が
ん
　
午
後
実
施

　
乳
が
ん
　
 

１
日
実
施

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
胃
が

　
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ

　
ン
タ
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡

　
し
し
ま
す
。

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
1,

　
0
0
0
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円

　
７
月
15
日

（日）

　
新
城
文
化
会
館

　
歯
科
指
導
・
歯
科
健
診

　
歯
科
相
談
・
フ
ッ
素
塗
布

　
母
子
健
康
手
帳

　
就
学
前
の
乳
幼
児

受
付
時
間

�
乳
幼
児
〜
年
少
児

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

�
年
中
・
年
長
児

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歯
磨

　
き
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
兄
弟
で
受
付
時
間
が
ま
た
が

　
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
の
時
間

　
で
も
可
能
で
す
。

　　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
23
‐
８
５
５
１
　

　
口
臭
測
定
検
査
・
歯
周
病
菌

　
検
査

　
成
人
の
方

　
15
人
（
要
申
込
）

※
朝
食
後
、
歯
磨
き
を
し
な
い

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
内
で
歯
の
衛
生
週
間
の

　
優
秀
作
品
（
小
・
中
学
生
が

　
書
い
た
ポ
ス
タ
ー
）
を
展
示

　
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

　
７
月
２
日

（月）
〜
20
日

（金）

　
400
円

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
城
保

　
健
セ
ン
タ
ー
で
容
器
な
ど
を

　
お
渡
し
し
ま
す
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

歯
の
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

肺
が
ん
検
診
（
喀
た
ん
検
査
）

教
　
室

　
７
月
19
日
・
８
月
16
日
・
　

　
９
月
20
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
講
話
・
妊
婦
体
操
･
沐
浴
実

　
習
な
ど

　
母
子
健
康
手
帳
ほ
か

※
３
回
１
コ
ー
ス
で
す
が
、
１

　
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

　
7
月
20
日

（金）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
7
月
26
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
各
保
健
セ
ン

　
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
訂
正
し
ま
す

　
６
月
号
で
掲
載
し
た
基
本
健
康
診
査

の
対
象
者
「
事
業
所
な
ど
で
健
康
診
査

を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
」
は
、
「
事

業
所
な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会

の
な
い
40
歳
以
上
の
方
」
の
誤
り
で
し

た
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
で
行
う
胃
が
ん
検

診
の
実
施
医
療
機
関
に
、
西
新
町
内
科

整
形
外
科
外
科
医
院
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
中
根
医
院
は
、
実
施
医
療
機
関
か
ら

除
か
れ
ま
す
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

も
く
よ
く

　
7
月
3
日

（火）

　
午
前
10
時

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
7
月
10
日

（火）

　
午
前
10
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

●問●問●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問 ●問

●所

●時

●時

●所●持

●持

●対●対

●￥

●￥●内●所●所 ●時●内●時

●内

●内●内●定

と

ふ

●所●所 ●時●内
●申
●問

●所 ●時●所 ●時●対
●申
●問

●時

●所 ●時●対●内

●申
●問
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シリーズ第一話

新
城
市
民
病
院

大
腸
肛
門
外
科
、
下
部
消
化
器
外
科

　
　
　
　
岡
本
規
博
　
医
長

〔
痔
〕
と
い
う
表
現
は
、
肛
門
の
さ
ま
ざ

ま
な
病
状
を
総
称
す
る
言
葉
で
す
。

　
今
回
は
〔
３
大
肛
門
疾
患
〕
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

　
そ
の
一
「
痔

核
」
　

　
一
般
的
に
イ
ボ
痔
や
脱
肛
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
肛
門
の
内
側
に
存
在
す
る

「
内
痔
核
」
、
外
側
に
存
在
す
る
「
外
痔

核
」
の
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
、
肛
門

の
外
側
に
大
き
く
飛
び
出
し
た
も
の
を
俗

に
「
脱
肛
」
と
い
い
ま
す
。

　
外
痔
核
に
は
、
急
な
血
流
障
害
に
よ
っ

て
生
じ
た
痔
核
が
肛
門
外
に
飛
び
出
し
て

戻
り
難
い
状
態
に
な
っ
た
「
か
ん
と
ん
痔

核
」
と
、
肛
門
の
縁
に
黒
赤
色
の
血
栓
が

急
に
発
症
す
る
「
血
栓
性
外
痔
核
」
が
あ

り
ま
す
。
「
か
ん
と
ん
痔
核
」
は
激
痛
を

伴
い
ま
す
。
ま
さ
に
肛
門
に
花
が
咲
い
た

よ
う
に
な
り
、
多
く
の
場
合
、
緊
急
手
術

が
必
要
で
す
。
一
方
、
「
血
栓
性
外
痔
核
」

の
多
く
は
、
軽
い
痛
み
を
伴
い
急
に
発
生

し
、
小
豆
大
の
血
栓
を
自
分
で
さ
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
痔
核
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
下

着
に
血
液
が
付
着
す
る
、
排
便
時
に
肛
門

か
ら
何
か
飛
び
出
し
て
く
る
、
排
便
後
お

し
り
を
拭
く
と
紙
に
血
液
が
付
着
す
る
な

ど
で
す
。

　
治
療
に
は
、
内
服
や
坐
薬
な
ど
に
よ
る

保
存
的
治
療
や
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
二
「
裂

肛
」

　
一
般
的
に
切
れ
痔
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
「
一
般
裂
肛
」
で
は
肛
門
管
上
皮
の
亀

裂
、
潰
瘍
、
膿
瘍
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
硬
便
や
便
秘
に
よ
る
裂
傷

が
最
も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
牽
引
性
裂
肛
」
と
は
、
痔
核
な
ど
が

飛
び
出
す
と
き
に
生
じ
る
も
の
で
、
こ
の

原
因
を
除
外
す
れ
ば
自
然
に
消
失
し
ま
す
。

　
「
疑
似
性
裂
肛
」
は
全
身
疾
患
の
合
併

病
変
と
し
て
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
症
状
は
多
く
の
場
合
、
排
便
中
ま
た
は

排
便
後
に
便
器
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
排
便
後
の
肛
門
洗

浄
で
肛
門
が
し
み
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
に
は
肛
門
部
の
清
潔
、
保
温
・
温

浴
、
排
便
習
慣
の
改
善
・
食
事
療
法
な
ど

　
今
月
号
か
ら
、「
ほ
の
か
診
察
室
」
の
連
載
コ

ー
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
・
病
気
の
解
説
や
、
市
民
病

院
の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
内
容
で
、
少
し
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
医

療
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

お

お

じ

ぬ

し

の

り

ひ

ろ

じ

か

く

れ
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こ

う

こ
く
せ
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し
ょ
く

だ
っ
こ
う

あ

ず

き

か

い

よ

う

き

れ

つ

ふ

の

う

よ

うこ

う

べ

ん

け

ん

い

ん

ぎ

　

じ



　今年の4月23日（月）に指定された

ばかりの新しい文化財を紹介します。

場所　市長篠地内

種別　天然記念物

名称　中央構造線長篠露頭

　中央構造線長篠露頭は、市町村合

併後初めての市指定文化財になりま

す。

　中央構造線とは、日本列島の中央

（関東から九州まで）を東西に走る

日本最長の断層系です。この断層を

境に北側（日本海側）を内帯、南側（太

平洋側）を外帯と呼びますが、内帯

と外帯では岩石の分布や地形の様相

が大きく異なっています。内帯には

花崗岩や片麻岩などが、外帯には結

晶片岩などの岩石が分布しています。

　市内では、おおよそ豊川・宇連川

沿いに断層が走っており、桜淵や長

篠など、ところどころ地表で観察で

きる場所があります。

　今回指定された長篠露頭では、外

帯の黒色片岩の上に内帯の花崗岩源

圧砕岩が覆いかぶさっているようす

をはっきりと見ることができ、中央

構造線の基本的な断層の観察には非

常に適した場所といえます。はるか

大昔の地球の活動を肌で感じること

のできる場所です。

⑯

中
央
構
造
線
長
篠
露
頭

中
央
構
造
線
長
篠
露
頭

文化課　☎23‐7655●問 本

の
保
存
的
治
療
が
主
流
で
す
。
ま
た
痔
核

と
同
様
、
坐
薬
で
改
善
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

規
則
正
し
い
食
事
生
活
を
行
い
、
耳
た
ぶ

程
度
の
硬
さ
の
排
便
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
し
か
し
、
慢
性
と
な
り
便
が
細
く
な
っ

た
り
肛
門
が
狭
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
や
、

肛
門
潰
瘍
、
肛
門
ポ
リ
ー
プ
が
あ
る
場
合

に
は
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
狭
い
肛

門
に
は
、
一
般
的
に
肛
門
拡
張
術
な
ど
が

行
わ
れ
、
極
端
に
狭
ま
っ
た
肛
門
に
は
専

門
的
な
皮
膚
弁
移
動
術
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
三
「
肛
門
周
囲
膿
瘍
、
痔
瘻
」

　
一
般
的
に
腫
れ
痔
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
原
因
は
、
肛
門
腺
で
の
細
菌
感
染
が
引

き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
誘
因

と
し
て
は
下
痢
、
疲
労
、
寒
冷
が
多
く
、

入
浴
で
さ
ら
に
悪
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
主
な
症
状
は
、
肛
門
周
囲
の
腫
れ
と
圧

痛
お
よ
び
違
和
感
が
あ
り
、
肛
門
の
周
囲

か
ら
膿
が
出
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
抗
生
剤
な
ど
の
内
服
治
療
は
、
あ
ま
り

効
果
が
期
待
で
き
ず
、
速
や
か
に
切
開
排

膿
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
痔
瘻
」
は
長
年
放
置
す
る
と
、
痔
瘻

癌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
速
や
か
に
根
治

手
術
を
す
る
た
め
専
門
医
の
受
診
や
診
断

が
大
切
で
す
。

　
市
民
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ

た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
手
術
を
専
門
医
に
よ

っ
て
実
施
し
て
お
り
、
『
痔
核
』
や
『
裂

肛
』
の
手
術
は
一
泊
二
日
か
ら
二
泊
三
日

の
入
院
期
間
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
﹇
痔
﹈
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
の
ほ
と
ん
ど
の
方

が
持
っ
て
い
る
疾
患
で
す
。

”
い
つ
か
受

診
し
よ
う

“
で
は
、
知
ら
な
い
間
に
﹇
大

痔
主
﹈
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
お
し

り
か
ら
「
血
が
で
る
、
痛
い
、
か
ゆ
い
」

こ
ん
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
専
門

医
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

花崗岩源圧砕岩花崗岩源圧砕岩内帯

外帯

黒色片岩黒色片岩
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
「
ほ
の
か
診
察
室
」
と
各

戸
配
布
し
た
「
あ
な
た
の
街
の
お
医
者
さ
ん
マ

ッ
プ
」
は
、
市
民
病
院
支
援
委
員
会
（
代
表
　

加
藤
末
四
郎
　氏
）
の
提
言
で
事
業
化
し
ま
し
た
。

ろ

　

　
と

　
う

へ ん 　ま が ん

よ う そ う

な い た い

が い た い

か 　こ う が ん

あ っ さ い が ん

じ

ろ
う

ひ

ふ

べ

ん

い

ど
う
じ
ゅ
つ

う

み

せ

っ

か

い

は

い

の
う

が

ん
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市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

18年 29

14

－15

0

0

0

39

17

－22

39

17

－22

108

93

－15

124

102

－22

3

1

－2

158

133

－25

161

134

－27

522

456

－66

19年

増減

18年

19年

増減

分

累計
5月末
現在

山
田
　
匠
馬

木
下
　
美
咲

石
内
　
 

愛

加
藤
　
開
士

本
田
　
真
央

七
原
　
莉
子

�
泉
　
翔
偉

田
中
　
敦
士

加
藤
　
公
華

小
林
　
瑞
季

菅
辺
　
友
矢

鈴
木
　
天
惺

夏
目
　
和
奏

老
平
　
紗
奈

竹
川
　
康
太

安
藤
　
千
瀬

岡
本
　
 

凛

浅
井
　
駿
希

竹
下
　
実
伶

松
�
　
咲
歩

久
米
　
栄
槻

内
田
　
駿
平

田
中
　
琉
惺

三
井
　
紳
平

小
林
　
弘
和

ペ
レ
イ
ラ
　
ヤ
ス
ミ
ン
　マ
ユ
ミ
　
デ
　ソ
ウ
ザ

ス
ガ
ハ
ラ
　エ
ン
ヒ
ケ
　ユ
ウ
ギ

小
林
　
虹
翔

セ
ト
　
ウ
ィ
リ
ア
ン
　イ
サ
オ

天
野
　
湘
太

村
田
　
咲
美

近
藤
　
志
歩

男女女男女女男男女男男男女女男女女男女女男男男男男女男男男男女女

武
　
　

哲
次

則
仁

智
己
　

利
和
　

逸
樹
　

成
滋
　

真
二
　

恵
吾

裕
樹

健
二

政
規

登
　
　

猛
仁

千
春

浩
司
　

透
　
　

直
樹
　

文
規
　

弘
将

純
一
郎

裕
二

忍
　
　

泰
典

明
弘
　

ソ
ア
レ
ス

ク
ラ
ウ
リ
セ

ペ
レ
イ
ラ

エ
リ
ク

カ
ツ
ヒ
コ

一
成

デ
イ
セ

ユ
リ
コ

シ
ル
ヴ
ァ

幹
大

和
美

啓

東
新
町

大
野
田

庭
野
　

川
路
　

平
井
　

大
野
田

川
田
　

庭
野
　

八
名
井

中
平
　

川
田
　

野
田
　

野
田
　

臼
子
　

布
里
　

富
永
　

栄
町
　

西
新
町

平
井
　

長
篠
西

東
新
町

富
保
　

弁
天
　

湯
谷
　

杉
山
　

大
野
田

石
田
　

大
野
８
番
組

栄
町
　

杉
山
　

中
宇
利

平
井
　

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

す こ や か 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

毎週月～金曜日　（要予約）

7/2（月）　午前9時　（要予約）

7/2（月）　午前10時　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

7/12（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

7/27（金）　午前10時～午後3時　（要予約）

7/11（水）、25（水）　午後1時～4時　（要予約）

7/5（木）、19（木）　午後1時～4時

7/4（水）、18（水）　午後1時～4時

7/9（月）　午後1時～4時

7/10（火）、24（火）　午前10時～午後2時

7/13（金）　午後1時～4時

7/17（火）　午後1時～4時

7/10（火）　午後1時～4時

7/24（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

7/7（土）、21（土）　午前9時～正午　（要予約）

7/14（土）　午前9時～正午　（要予約）

7/28（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

7/17（火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

　　　　　（新城）

各保健センター（鳳来）

　　　　　（作手）

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

作手総合支所地域整備課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

☎23-7366

☎23-8551

☎32-2811

☎37-2839

☎32-2811

☎23-7652

☎22-4076

☎23-5618

☎23-5618

☎32-0553

☎38-1481

☎0120-874-412

☎23-5618

☎23-7634

☎23-7628

☎23-7625

☎23-7640

☎32-1977

☎37-2211

☎24-0001

☎32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

　

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

が
365
日
24
時
間
体
制
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
医
療
機
関
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直

接
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
22
‐
1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

ｈ
ｔｔｐ：

//ｗ
ｗ

ｗ
．ｑ

ｑ
．ｐ
ｒｅｆ

．ａｉｃ
ｈｉ

．jp
/

5月届出分
5月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

7月の各種相談

た

く

ま
　

み

さ

き
あ
い

　

　

か

い

じ
　

ま　
　
お　

り　
　
こ
　

し
ょ
う　
い

あ
つ
　
し　

こ
う

か
　

み
ず

き
　

と
も

や
　

て
ん
せ
い

わ
か
　
な
　

さ

な　
　

こ
う
　
た　　

ち
　
せ
　

り
ん

し
ゅ
ん
き

み
　
れ
い

さ
　
ほ
　

え
い　
き
　

し
ゅ
ん
ぺ
い

り
ゅ
う
せ
い

し
ん
ぺ
い

ひ
ろ
か
ず　　

な
な　

と
　

し
ょ
う
た

さ
く
　
み
　

　
し
　
ほ　
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新
城
駅
前
の
シ
ン
ボ
ル
、
桜
の
木
の
下
で

仕事中、手際よく指示を出します

紹介者：市民編集委員　加藤弘依さん

松井　章泰さん（36歳）石田

　「
新
城
を
100
万
本
の
桜
の
街
に
し
た
い
！
」

　
こ
の
話
を
聞
け
ば
誰
も
が
驚
き
、
本
当
に

実
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
松
井
さ
ん
は
、

こ
の
壮
大
な
計
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
松
井
さ
ん
は
、
東
京
の
大
学
を
卒
業
し
た

後
、
新
城
市
に
戻
り
、
豊
橋
市
の
建
設
会
社

に
３
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
人
に
頼
ま
れ
れ

ば
断
れ
な
い
性
格
が
災
い
し
て
、
20
代
で
４

度
の
入
院
・
手
術
を
し
ま
し
た
。

　
２
度
目
の
入
院
を
し
た
時
は
、
25
歳
の
結

婚
式
の
直
前
で
し
た
。
「
そ
ん
な
体
で
家
族

を
幸
せ
に
で
き
る
の
か
」
と
、
心
配
す
る
人

も
い
ま
し
た
。
新
城
市
民
病
院
の
ベ
ッ
ド
の

上
で
考
え
た
結
論
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕

事
を
す
る
た
め
独
立
開
業
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を
生
か
し

た
仕
事
を
す
る
う
え
で
、
司
法
書
士
や
行
政

書
士
の
人
を
募
り
、
総
合
事
務
所
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
は
不
況
で
仕
事
が

得
ら
れ
る
か
不
安
で
し
た
が
、
相
手
が
何
を

望
ん
で
い
る
か
考
え
て
仕
事
を
す
る
と
い
う

思
い
が
顧
客
に
伝
わ
っ
て
、
事
務
所
は
38
人

の
仲
間
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
ま
で
に

成
長
し
ま
し
た
。

　
今
、
松
井
さ
ん
は
住
み
よ
い
ま
ち
に
し

た
い
と
新
城
に
100
万
本
の
桜
を
植
え
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
、
さ
く
ら
ま
つ
り
で
桜
淵
公
園

を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
見
ご
た
え
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
戦
後
か

ら
植
え
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
も
う
寿
命
を

迎
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
病
気
持

ち
の
木
も
多
い
そ
う
で
す
。
こ
の
公
園
は
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
遊
ん
で
い
た
場
所
で
あ

り
、
ふ
る
さ
と
新
城
も
大
好
き
な
街
で
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
新
城
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
る
新
城
を
、
な
ん
と
か
本
物

の
桜
の
街
に
し
た
い
。
植
樹
は
、
こ
れ
か

ら
の
新
城
市
の
将
来
を
担
う
小
・
中
学
生
、

高
校
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
子
ど

も
た
ち
が
、
新
城
の
街
を
今
ま
で
以
上
に

好
き
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
」
そ
の
こ
と
ば
か
ら
、
ふ
る
さ
と

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
現
在
松
井
さ
ん
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
、
ふ
る
さ
と
が
大
好
き
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は

「
100
万
本
の
桜
の
街
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

株
式
会
社
　山
湊

☎
23
‐
2
8
6
8
ま
で

さ

ん

そ

う

あきやす
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〔ツール・ド・新城開催〕 〔市民盆踊り大会〕

〔設楽原決戦場まつり〕

〔新城納涼花火大会〕

●●●●●●●● Associação Internacional de Shinshiro Tel. 23-7783 ●●●●●●●●●

イベントEventos
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★Tour de Shinshiro★ ★Festa do Bon-odori★

★Festa do combate de Shitaragahara★

★Festival de Fogo de Artifício★

Um evento tão popular “Tour de Shinshiro” é uma
autêntica corrida de bicicleta. 
Vamos assisti-la ! 
Dia : 07 (sáb.) e 08 (dom.) de julho
Local : Parque Shinshiro Sogo Koen e ruas ao
　　　 redor

Bon-odori é uma dança tradicional
acompanhando as músicas folclóricas. 
A participação é aberta para todos.
Dia : 28 de julho (sáb.) a partir das 19 h
Local : Centro Cultural de Shinshiro
            (Shinshiro Bunka Kaikan)
※Tragam o utiwa.

No combate de Shitaragahara, em Nagashino, foi 
utilizada espingarda de pederneira em grande 
quantidade e ficou registrada na História do Japão. 
Nesta festa faz-se o culto aos mortos no combate, 
desfile com trajes de guerreiros e há a 
demonstração da unidade de espingarda.
Dia: 07 de julho  

No Parque Sakurabuti será realizado 
o festival de fogo de artifício. Ao todo 
serão mais de 2.000 fogos que 
matizarão o céu da noite. Todos os 
anos comparecem aproximadamente 
30 mil pessoas.
Dia：13 de agosto (2ª. feira) 19:10h
Local：Parque Sakurabuti
Pedido:
Neste dia não poderão fazer 
churrascada na redondeza de 
Kokague Plaza.

Tour de Shinshiro

Festa de Combate

Bon-odori

Kokague Plaza

Fogos de Artifício

★

★

★

★

Utiwa é um abano
muito popular que
representa algo 
poético próprio 
de verão. 

Estamos muito gratos pela 
cooperação de todos na 
arrumação após o 
acampamento e a churrascada, 
deixando o local sem lixo.  
                        Dep. De Turismo
             Prefeitura de ShinshiroObservações no uso do Parque Sakurabuti

Por favor, não toquem músicas num volume alto dentro do parque.
Não deixem o carro nos locais que não seja estacionamento.

Horário

09:30

10:45

11:00

11:30

Local
Culto aos mortos (Shinguen-zuka)

Dança pelos alunos da escola
 (Na frente do Museu)
Desfile com traje de guerreiro
 (Local de combate)
Apresentação do taiko e da Unidade
 de espingarda 
(Babosaku – cerca de estacas de 
proteção contra ataques da cavalaria)

Escola 
Primária

Ginásio

Igreja de
Shinshiro

anjinhos.com Escola

Escola

Colégio

Colégio

Prefeitura

E. Mikawa Togo

Ebenézer

E. Shinshiro

フレンドシップ継承
交付金対象事業

A
IC

HI  H
OSPITALITY
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※このページは、ポルトガル語を話す方のためのものです。

　5月5日（土）、新城文化会館はなのき広場で、国際交流フェスティバルが開催されました。このイベントは、

新城に住む外国籍住民によって、互いの文化を理解し、交流できるよう企画されました。アメリカ・ブラジル・

ペルー・コロンビア・ベネズエラ・イタリア・日本各国の民芸品・食べ物が紹介され、また、ステージでは、

各国の音楽演奏や、新城小学校4年生が「よさこい踊り」を披露しました。

Português Julho de 2007 No.1
こうほうしんしろ　ポルトガル語版

〔ポルトガル語による相談窓口をご利用ください〕

〔市民いこいのプールを休止します〕

〔国際交流フェスティバルを開催しました〕

●●●●●●●●●●●●● 新城市国際交流協会　☎23-7783 ●●●●●●●●●●●●●●

インフォメーションInformações
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◆Utilize o atendimento em português◆

◆Festival Internacional◆

◆Fechamento da piscina◆

　Para os assuntos relacionados à prefeitura 
municipal de Shinshiro, poderá utilizar o 
serviço de atendimento gratuito de 
tradução para o português. Os assuntos 
particulares não serão atendidos.
◇Dias: 2ª  e  4ª  terças-feiras 
◇Horário: 13:00 às 17:00 h 
◇Local: Saguão do prédio leste da prefeitura

　A piscina de recreação do Parque Sakurabuti será fechada a partir deste ano, devido à falta 
de segurança por ser antiga. Poderão utilizar as outras piscinas de Shinshiro.

◇Yu-yu Arina ◇B&G Centro Marítmo de Tsukude

　No dia 05 de maio p.p., foi realizado o Festival 
Internacional, na praça Hananoki do Centro Cultural de 
Shinshiro (Shinshiro Bunka Kaikan).  Esse festival foi 
organizado pelos moradores estrangeiros da cidade com o 
intuito de fazer o intercambio cultural. Foram apresentados os 
artesanatos e comidas típicas dos EUA, Brasil, Peru, 
Colômbia, Venezuela, Itália e Japão. No palco houve 
apresentação de músicas de diversos países e dos alunos da 
4ª. Série do primário do Shinshiro Sho Gakko, com a dança 
Yosakoi odori.

Instalação : piscina quente de 25m
                   Escorregador aquático  
Ingresso : Adulto 500 ienes
                 Criança 250 ienes
Horário : 10 às 21h
Fechado : toda 3ª feira
                 29/dez a 01/jan
Outros : Usar a touca de natação

Instalação : Piscina de 25m
                   Piscina p/ criança
Ingresso : De manhã: 300 ienes
                 A tarde: 300 ienes
Horário : 9 às 11:30h
              13:30 às 16:20h
Fechado : Toda 2ª. feira, 28/dez a 04/jan
Outros : Usar a touca de natação

aqui

《Prefeitura 》

aqui

aqui

Tsukude Tezukuri Mura

Préd. 
Leste

Ed.princ.

rua

Gin.Esport.

★
★

E. Yuya
Onsen
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っ
か
け
は
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
し

　
　
た
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
こ
と
で

し
た
。
実
施
す
る
に
つ
れ
て
、
利
用
者
の
日
常

生
活
に
お
け
る
「
移
動
手
段
」
の
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
先
に
自
動

車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
時
の
自
分
の
問
題

だ
と
気
づ
き
、
自
家
用
車
で
介
護
認
定
を
受
け

た
地
域
の
人
々
の
移
動
を
支
援
す
る
「
福
祉
有

償
運
送
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。

　
　
規
制
の
あ
る
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

　
　
た
め
に
は
、
団
体
の
法
人
化
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
事
業
計

画
や
収
支
予
算
計
画
、
事
業
報
告
書
類
の
作
成

な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
事
業
の
方
向

性
の
確
認
・
修
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
事
業

を
継
続
し
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
を
行
う
き
っ

か
け
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
　
在
、
「
山
間
地
域
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
は
採

　
　
算
が
取
れ
な
い
」
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
運
送
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
た
め
に
、
便
利
屋
業
な
ど
の
収
益
事

業
を
行
い
、
ま
た
、
「
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
に
申
請
し
、
事
業
立
ち
上
げ
の
資

金
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
域
に
は
、
行
政
、
事
業
所
、
行
政
区
や
コ

　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
の
課
題
解
決

の
た
め
に
、
市
内
に
数
多
く
の
市
民
活
動
団
体

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で

す
。
自
分
の
問
題
や
課
題
を
感
じ
た
人
が
、
思

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
行
動
に
移
し
や
す
い

よ
う
に
、
人
材
育
成
、
事
業
立
ち
上
げ
支
援
や
、

地
域
の
枠
を
越
え
た
市
民
活
動
支
援
が
今
後
必

要
に
な
る
。
そ
ん
な
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
て

き
た
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
（
取
材
・
ア
キ
ラ
）

自
分
の
問
題
が
地
域
の
課
題

き

地

法現

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会
http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

新城まちなみ情報センター指定管理者　代表　山本拓哉

手づくり絵本の会 障害者パソコン講座 民 謡 教 室

｢ちょこっと講座」いっしょに楽しむ仲間を募集中！

☎24‐0001

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ

ラ
』
へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か

ら
の
耳
寄
り
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

特別企画　「有害情報から新城の子どもたちを守ろう」有志募集！

　大人たちは知っていますか？　子どもたちが今、携帯電話やインターネットの便利さの陰に潜

む、わいせつ・いじめ・麻薬・残虐…といった有害情報の危険にさらされていることを！　

　そこで、有害サイトの危険性を理解し、正しい利用方法を子どもたちに知らせる自衛団を結成

したいと思います。　～あなたの力を貸してください～

　有志は、7月14日(土)午後1時に3階会議室に集合してください。まずはどうしていくかを一

緒に考えましょう！　

みんな　来て見て　やってるよ！

　新講座　[アロマセラピー] 問い合わせ 大野　☎23-1095　とき 第1・3土曜日　午後1時～3時

引続き募集中）[ピラティス]、[プリザーブドフラワー]、[フラワーアレンジメント] [ラジャーヨガ ]

※「ちょこっと講座」は、仲間と企画する講座です。一度会場を見に来てください。お待ちしています。

特定非営利活動法人のんほい・ほうらい
活動内容　①福祉有償移送サービス

　　　　　②予防介護支援サポート

　　　　　③生活環境サポート

設　　立　平成18年6月（法人化）

会 員 数　21人

理 事 長　鈴木芳則(すずき　よしのり)

連 絡 先　新城市大野字榎下8番地2

電　　話　32-1407　ファックス　32-2070
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対

応

※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます

市内在住の１歳から小学校入学

前までのお子さん
� コメント（お子さんが話して

　いるものを50字程度で）
� 写真（携帯電話で撮影したも

　のは不可）
� お子さんの氏名（かな）・性別

　・生年月日・ご両親の名前
� 応募者の住所・氏名・電話番

　号を記入し、郵送またはＥメ

　ールでお送りください。

郵送の場合

　　〒４４１－１３９２

　　じょうほう課

　　「集まれ！ちびっ子広場」係

Ｅメールの場合

　　info@city.shinshiro.lg.jp

　　「集まれ！ちびっ子広場」係

平成17年12月13日生

平成15年5月27日生僚汰くん

父　篠原　圭一さん

母　　　　加代さん（鳳来・大野）

りょう た

悠杜くん

は る と

｢今日のおやつはクリームが入っ

た“たいやき”だよ。お外で食べる

とすっごいおいしいんだよ　　 ｣

（右）

（左）

平成17年9月30日生

平成15年5月6日生琴未ちゃん

父　星野　勝弘さん

母　　　理香子さん（新城・塩沢）

こ と み

智也くん

と も や

｢わたしたち、ブランコ乗るのだ～

いすき！だって風が気持ちいいん

だもん｣

（右）

（左）

N
H
K
の

「
ほ
っ
と
イ
ブ
ニ
ン
グ
」
が

新
城
に
や
っ
て
き
た

　
５
月
25
日

（金）
、
設
楽
原
歴
史
資
料
館
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ほ
っ
と
イ
ブ
ニ
ン
グ
」
の
公
開
生

放
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
、

建
物
の
外
の
芝
生
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
で
の
放
送
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

館
内
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
テ
レ
ビ

出
演
し
ま
し
た
。

　
生
放
送
と
い
う
緊
張
感
の
中
、
穂
積
市
長

か
ら
「
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
計
画
」
の
取
り
組
み

と
、
「
市
の
P
R
」
と
し
て
観
光
・
特
産
品
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
篠
・
設

楽
原
鉄
砲
隊
に
よ
る
火
縄
銃
の
堂
々
と
し
た

演
武
や
、
鳳
来
寺
小
学
校
児
童
た
ち
に
よ
る

鳳
来
寺
田
楽
の
落
ち
着
い
た
舞
が
印
象
的
で

し
た
。

　
皆
さ
ん
の
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
ね
。

小林アナウンサー（左端）・柿沼アナウンサー（中央）と
本番前の打ち合わせをする穂積市長（右端）

柿沼アナウンサーと記念撮影する東郷中学校の生徒

来場者も出演し、番組を盛り上げました。
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編 集 後 記

連谷小学校に３回もおじゃましての取材活動、その間、テレビカメラ、新聞記者、アマチュアカメラマンと

毎回様々な人々が千枚田を訪れていました。確かに美しい日本の原風景、でもその美しさは地域や保存会の
地道な努力によって保たれていることも知りました。山から吹く風と千枚田の上に広がる青空が魂を癒して
くれる不思議ですてきな空間でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青山・加藤き・加藤ひ・夏目）

　1 年生の時は土の感触がぬるぬると気持ち

悪かったけど、今はもう慣れました。

　　　　　　　連谷小学校 6 年　大橋　萌生さん

　田植えをしたら気持ちよかった！

来年もまたやりたいな。

　　　連谷小学校 1 年　小山　健斗くん

　田舎に住んでいても自然に親しむ

機会が少ないんです。子どもたちに

は将来「こんなことやったな」って

思い出してほしいですね。

　連谷小学校　森田　春一 　教頭先生

も え み

しゅんいち

けん　と

いや

田おこし

代かき

�編集／市民編集委員　☎23-7623・FAX 23-7296



　「1300 枚あった田んぼも、今は 400 枚程に

なってしまった。お助け隊やボランティアの

手をかりながら継続できる方法をさがしてい

きたい」先祖が汗水流して作ってきた千枚田

をなんとか自分たちの手で残したいというの

がみんなの強い願いです。　　　　　　　　

　　鞍掛山麓千枚田保存会会長　小山　泰弘さん

　棚田で仕事をして、もう50年

になるかのん。わしが動けるう

ちは守っていきたいのん。

　　　　　　小山　衛さん（四谷）

そこは「新城の秘境」。まるで隠れ山里に迷い込んだかのような幻想的な里でした。遠く昔の山里

の人々は、深い谷とうっそうと茂る山林を切り開き、一段一段と石垣を積み、生きる糧となる稲を

作るために必死の思いで開墾していったことでしょう。その思いを引き継ぎ、現在もなお一枚一枚

の田を丁寧に耕し、稲作を続ける棚田のようすを地域の人の姿や思いをのせて紹介します。

2

四谷の千枚田を訪ねて

四谷の千枚田ホームページ http://www.city.shinshiro.lg.jp/sight/hourai/senmaida.html

よ つ 　 や

や す ひ ろ

まもる

てい ねい

かいこん

かて
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よ
み
が
え

平成18年8月のようす

つくで手作り村

新城文化会館前道路

新城文化会館

2007年　7月　第4号

30回を迎える24時間テレビ。今年は、「人生が変わる瞬間」をテーマに行われます。それにあわせ、市内

各地で草の根チャリティ募金が行われます。すばらしい出会いを求めてぜひ足をお運びください。

　つくで手作り村会場　　　　　　　8月18日(土) 午後1時～9時　19日（日）午前9時～午後6時

　　　　　・ボランティアを中心に活動しているヤングピープル。今年で6回目のチャリティイベント。　

　　　　　　「助け合い」を合言葉にがんばります。

　新城文化会館前はなの木広場会場　8月19日(日) 午前10時～午後6時

　　　　　・会場内で行われる各種イベントを楽しみながら募金をお願いします。

　愛知新城大谷大学校内会場　　　　8月18日(土) 午後6時～8月19日(日) 午後6時

　　　　　・大学生が24時間の「巨大パッチワーク作成」でギネスに挑戦。完成した布地は、世界の

　　　　　　被災地に贈り役立てる予定です。皆さんも一針のご協力をお願いします。

　新城まちなみ情報センター会場　　8月18日(土)・19日(日)　午前10時～午後8時

　　　　　・新城駅前の施設内会場へ募金をもってお越しください。

　ふれあいパークほうらい会場　　　8月19日(日)　午前10時～午後9時

　　　　　・MAKE　SOME　NOISE 2007イベント会場で募金を受け付けます。

広報しんしろ「ほのか」「ほっHonoka」は、環境に優しい大豆インキ及び
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

ネジバナ（ラン科）

写真／岩城忠雄

愛は地球を救う！草の根チャリティイベント開催

つくで手作り村会場…ヤングピープル（今泉）☎37-2745

新城文化会館前はなの木広場会場・愛知新城大谷大学校内会場・ふれあいパークほうらい会場…愛知新城大谷大学（門林）☎23-3311

新城まちなみ情報センター会場…NPO法人しんしろドリーム荘（山本）☎23-6999

連
絡
先


